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カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
集
合
注
射
会
場
で
は
飼
い
犬
を

他
の
犬
や
人
に
近
づ
け
な
い
よ
う

に
適
正
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
く

だ
さ
い
。

・
当
日
は
犬
が
興
奮
し
ま
す
の
で
、

子
供
を
同
伴
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
今
回
の
集
合
注
射
を
受
け
ら
れ

な
い
、ま
た
は
希
望
し
な
い
場
合

は
、6
月
30
日
ま
で
に
動
物
病
院

で
予
防
注
射
を
受
け
、病
院
が
発

行
し
た「
狂
犬
病
予
防
注
射
済

証
」と「
交
付
手
数
料
５
５
０

円
」を
建
設
水
道
課
環
境
係
窓
口

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

・
高
齢
や
病
気
な
ど
に
よ
り
予
防

注
射
の
猶
予
を
受
け
る
場
合
は
、

動
物
病
院
が
発
行
す
る
猶
予
証

明
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。※
毎
年
提
出
が
必
要
で
す
。

　
社
会
体
育
館

　
　
　
　
☎
7
9‐4
9
2
2

■
少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

○
4
／
26
金
（
開
講
式
）

　

○
５
／
3
金　

○
５
／
10
金

　

午
後
６
時
30
分

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

○
4
／
27
土　

○
５
／
11
土

　

正
午
〜
午
後
5
時

■
少
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

○
4
／
27
土
（
開
講
式
）

　

○
５
／
11
土　

午
後
６
時

■
市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会

　

○
4
／
29
月

■
利
用
者
会
議

　

○
５
／
９
木　

午
後
７
時
30
分

■
原
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

○
５
／
15
水　

午
前
8
時

　

弓
振
農
村
広
場

中
央
公
民
館

　
　
　
　
☎
7
9‐7
9
4
0

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

　

①
４
／
15
月　

②
５
／
13
月

　

午
後
１
時
30
分
・
午
後
７
時
30
分

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ

　

①
４
／
17
水　

②
５
／
15
水

　

午
前
10
時

■
ワ
ー
ド
入
門

　

①
４
／
19
金　

②
４
／
22
月

　

③
４
／
24
水　

④
４
／
26
金

　

午
後
7
時

■
ふ
れ
あ
い
学
級
①

　

○
４
／
25
木  

午
後
１
時
15
分

■
パ
ソ
コ
ン
相
談
会

　

○
５
／
1
水   

午
後
１
時
30
分

■
犬
の
し
つ
け
方
教
室

　

○
５
／
8
水  

午
後
6
時
30
分

　

犬
の
所
有
者
は
、犬
の
登
録

（
生
涯
１
回
）と
、毎
年
6
月
30

日
ま
で
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

接
種
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
生
後

91
日
以
上
の

犬
は
す
べ
て

対
象
）

　

狂
犬
病

は
人
と
動

物
の
共
通
感

染
症
で
、動

物
に
咬
ま
れ

る
こ
と
な
ど
で
人
間
に
感
染
し
、

発
病
す
る
と
死
に
至
る
恐
ろ
し

い
病
気
で
す
。感
染
を
防
ぐ
た
め

に
、狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
必
ず

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
度
の
集
合
注
射
は

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。飼
い
始

め
た
犬
の
新
規
登
録
も
併
せ
て

で
き
ま
す
。

注
射
料
金
お
よ
び
手
数
料
●

　

予
防
注
射
の
み（
通
常
の
方
）

　
　
　
　
　
　
　

３
２
２
０
円

　

予
防
注
射
と
新
規
登
録　
　

　
　
　
　
　
　
　

６
２
２
０
円

※
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

注
意
事
項
●
・
登
録
済
み
の
方
は

郵
送
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
を
必
ず
持

心配ごと相談・結婚相談所　問☎79-7228
◇場所／老人憩いの家1階
◇時間／午後１時30分～午後６時
◇日程・担当／　
 ・4月21日（日） 森陽一相談員、堀内加代子相談員
 ・5月5日（日） 五味勇吉相談員、小平きく代相談員

国民年金出張相談会　問☎23-3661
◇日時／５月１日（水）午前10時～午後3時
◇場所／富士見町役場
◇担当／岡谷年金事務所職員

税務相談所　問予約☎28-6666
◇日時／５月８日（水）午前10時～正午
◇場所／下諏訪商工会議所会館２階
◇担当／関東信越税理士会諏訪支部の
　　　　税理士
　※事前に電話でお申し込みください。

交通事故巡回相談　問予約☎57-2902
◇日時／５月９日（木）午前10時～午後３時
◇場所／諏訪地方事務所
◇担当／長野県交通事故相談所松本相談所
　　　　の交通事故相談員

無料法律相談　問☎79-7927
◇日時／５月10日（金）  午後１時～午後５時
◇場所／中央公民館 講義室
◇担当／長野県弁護士会諏訪在住会会員
　　　　御園　廣實　弁護士
※事前に相談予定者名簿を見て、担当弁護士
　において利害が反すると判断した場合は、
　相談をお断りすることがあります。

狂犬病予防注射日程表

場　所
中新田公民館前
原村役場前

菖蒲沢公民館前
大久保公民館前
柳沢公民館前
八ッ手公民館前
柏木公民館前

原村役場前
中新田公民館前
南原公民館前
判之木公民館前
やつがね公民館前
室内公民館前

農業実践大学校研修館駐車場
第２ペンション入口
上里公民館前

時　間
９：00～９：40
10：00～10：40
11：00～11：20
11：40～11：55
13：10～13：25
13：35～13：50
14：00～14：15

９：00～９：30
９：45～10：10
10：25～10：40
10：50～11：00
11：10～11：20
11：30～11：40
13：00～13：15
13：25～13：45
13：55～14：10

期　日

４月２１日
（日）

５月２３日
（木）

問
建
設
水
道
課
環
境
係

　
☎
79
‐
7
9
3
3
（
直
通
）

　

3
月
18
日
に
原
中
学
校
、19
日

に
原
小
学
校
、20
日
に
こ
ひ
つ
じ

幼
稚
園
で
卒
業
式
が
、23
日
に
原

村
保
育
所
で
卒
園
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。中
学
校
74
名
、小
学

校
68
名
、こ
ひ
つ
じ
幼
稚
園
19
名
、

保
育
所
66
名
が
未
来
へ
の
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、卒
業
生
代
表
の

八
幡
純
矢
さ
ん
が「
多
く
の
失
敗

か
ら
感
謝
や
仲
間
と
の
絆
を
学

ん
だ
。卒
業
式
の
自
分
達
は
純
白

で
あ
り
た
い
。そ
れ
は
、こ
れ
か
ら

自
分
の
色
に
染
め
て
い
く
と
い
う

決
意
。」と
答
辞
で
こ
れ
か
ら
の
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、加
藤
校
長
が

「
自
分
を
信
じ
、仲
間
を
信
じ
精

一
杯
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。」と

エ
ー
ル
を
送
り
、卒
業
生
と
在
校

生
が
感
謝
の
気
持
ち
を
歌
に
込

め
、お
互
い
に
贈
り
合
い
ま
し
た
。

　

こ
ひ
つ
じ
幼
稚
園
で
は
、中
村

園
長
が
、「
さ
み
し
い
、う
れ
し
い

と
感
じ
る
気
持
ち
は
、み
ん
な
の

『
根
っ
こ
』。根
っ
こ
を
太
く
太
く

し
て
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。」と
園

児
た
ち
の
卒
業
を
祝
福
し
ま
し

た
。

　

保
育
所
で
は
、三
井
園
長
が

「
や
さ
し
い
心
で
ず
っ
と
い
て
く
だ

さ
い
。」と
園
児
達
に
声
を
か
け
、

一
年
間
の
思
い
出
を
歌
と
呼
び
か

け
で
振
り
返
り
ま
し
た
。

おめでとう～卒園　卒業～

狂
犬
病
予
防
注
射
と

犬
の
新
規
登
録

C OL UMN

高
原
の
風

村
長
き
よ
し
の

２０

 

福
島
県
飯
館
村
村
長
の
菅
野
典

雄
氏
の
講
演
を
聞
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
の
事
故
で
、全
村
が
計
画
的
避

難
区
域
と
な
っ
た
村
で
す
。私
は
以

前
か
ら
面
識
が
あ
り
、そ
の
勝
れ

た
村
づ
く
り
に
快
哉
を
送
っ
て
い

た
の
で
す
が
、全
く
不
幸
な
目
に

遭
わ
れ
た
事
に
同
情
を
禁
じ
得
ず

に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

飯
館
村
は
福
島
第
一
原
発
か
ら

は
30
㎞
以
上
離
れ
て
い
て
、最
初

は
近
在
市
町
の
避
難
所
を
開
設
し

て
１
２
０
０
人
も
の
人
が
避
難
し

て
い
た
の
で
し
た
。そ
れ
が
放
射
性

物
質
が
９
６
５
ベ
ク
レ
ル
も
検
出

さ
れ
る
に
及
ん
で
全
村
避
難
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。合
併

も
せ
ず
勝
れ
た
村
づ
く
り
は
全
国

の
模
範
と
も
目
さ
れ
、村
民
誰
も

が
誇
り
を
持
っ
て
希
望
豊
か
に
暮

ら
し
て
い
た
の
で
す
か
ら
、６
０
０

０
村
民
の
無
念
さ
は
察
す
る
に
余

り
あ
り
ま
す
。

　

飯
館
村
は
平
成
の
始
め
数
年
に

渉
っ
て「
若
妻
の
翼
」で
１
回
20
人

も
の
若
妻
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
に
送
り
出
し
、当
人
達

も
留
守
を
預
か
っ
た
人
達
も
大
い

に
認
識
が
変
り
、女
性
達
の
古
い

カ
ラ
が
破
れ
て
村
づ
く
り（
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）が
進
ん
だ
の
で
す
。

そ
の
報
告
書
は
大
変
に
話
題
に
な

り
、第
５
刷
５
０
０
０
部
に
も

な
っ
た
の
で
す
。地
域
が
良
く
な
る

時
に
は
荒
療
治
が
役
立
つ
の
で
す
。

　

こ
の
後
も
飯
館
村
は
子
育
て

ク
ー
ポ
ン
、村
民
債
、小
学
校
校
舎

廊
下
に
メ
ル
ヘ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
海
外

画
家
の
絵
画
、全
国
か
ら
の
愛
の

俳
句
を
募
り
そ
の
２
５
０
首
を
句

碑
に
し
て
村
内
自
然
公
園
に
。事

業
を
詳
細
に
説
明
で
き
な
い
の
が

残
念
で
す
。そ
し
て「
ま
で
い
ラ
イ

フ
の
飯
館
」を
標
榜
し
て
村
づ
く

り
に
励
ん
で
い
た
の
で
す
。ま
で
い

は
原
村
の
ま
て
と
同
意
で
節
約
、

も
っ
た
い
な
い
、丁
寧
、使
い
き
る

等
の
意
で
ま
さ
に
大
切
な
こ
と
で

す
。

　

菅
野
氏
が
苦
心
し
た
の
は
、避

難
後
も
飯
館
村
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
保
ち
、村
を
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ

ン
に
し
な
い
こ
と
、い
つ
の
日
か
必

ず
全
員
が
村
に
帰
り
、ま
た
元
の

生
活
を
と
り
戻
す
こ
と
で
す
。そ

の
為
、全
員
避
難
後
の
村
で
も
屋

内
の
放
射
線
量
は
低
い
の
で
、屋

内
作
業
で
村
を
守
っ
て
い
る
と
か
。

心
か
ら
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　
　
　
　

原
村
長　

清
水　

澄

・
・
・・

・
・

・
・
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第
1
5
3
回「
村
長
と
話
し
合

う
日
」を
行
い
ま
す
。希
望
者
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
４
月
24
日
水

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
6
時

■
場
所
／
原
村
役
場　

村
長
室

■
そ
の
他
／「
村
長
室
へ
よ
う
こ

そ
事
業
」村
長
の
在
庁
時
で
都
合

の
つ
く
限
り
懇
談
に
応
じ
ま
す
。

　　

毎
年
4
月
1
日
前
3
ヶ
月
以

上
引
き
続
き
原
村
に
居
住
し
、
住

民
基
本
台
帳
に
登
載
さ
れ
た
母

子
・
父
子
世
帯
の
児
童
（
18
歳
未

満
）
を
激
励
す
る
た
め
、
児
童
1

人
に
つ
き
年
1
万
円
を
支
給
し
ま

合○
（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
要
件
に
該
当
す
る
方
で
、
ま
だ

申
請
し
て
い
な
い
方
は
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

保
育
所
や
幼
稚
園
に
行
く
前
の

お
子
さ
ん
の
遊
び
の
場
や
、保
護

者
の
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
ご

活
用
く
だ
さ
い
。担
当
者
が
子
育

て
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
４
月
の
開
設
日

　

16
日
火
、18
日
木
、

　

19
日
金
（
お
楽
し
み
会
・
手
遊
び
）、

　

23
日
火
、25
日
木

■
５
月
の
開
設
日 

　

2
日
木
、7
日
火
、9
日
木
、

　

10
日
金
、14
日
火

■
開
設
時
間
／
午
前
10
時
〜
正
午

す
。

　

対
象
と
な
る
児
童
の
扶
養
者

で
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い
方

は
、
４
月
中
に
申
請
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

国
の
児
童
手
当
制
度
と
は
別
に

村
独
自
の
児
童
手
当
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。　

　

原
村
に
１
年
以
上
住
所
を
有

し
、
生
計
を
共
に
す
る
４
人
以
上

の
児
童
（
義
務
教
育
就
学
中
ま
で

の
お
子
さ
ん
）
を
養
育
し
て
い
る

方
が
該
当
に
な
り
ま
す
。
申
請
に

よ
り
、
受
給
資
格
が
あ
る
と
認
定

さ
れ
た
場
合
に
は
、
第
４
子
以
降

の
児
童
１
人
に
つ
き
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
支
払
に
つ
い
て
は
年

２
回
10
月
に
1
万
円
と
翌
年
の
４

月
に
1
万
円
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

申
請
書
の
提
出
が
な
い
場
合
は

手
当
の
支
給
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
毎
年
４
月
に
申
請

の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
役
場
か
ら
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
申
請
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

○ 

児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
18
歳
未

満
の
児
童
が
父
又
は
母
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
場
合
（
離

婚
・
死
亡
・
遺
棄
・
未
婚
等
）
、

児
童
を
監
護
す
る
父
、
母
又
は
養

育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
未
婚
の

母
の
方
で
、
児
童
が
父
親
に
認
知

を
受
け
た
場
合
も
手
当
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

◇
児
童
及
び
受
給
対
象
者
が
日

本
国
内
に
住
所
が
な
い
場
合

◇
児
童
及
び
受
給
対
象
者
が
公

的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合

◇
児
童
が
父
及
び
母
に
支
給
さ

れ
る
年
金
額
の
加
算
対
象
と
な
っ

て
い
る
場
合

◇
児
童
が
里
親
に
養
育
さ
れ
て

い
る
場
合

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精

神
ま
た
は
身
体
に
障
害
が
あ
る

20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
、
養

育
す
る
父
又
は
母
も
し
く
は
養

育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

◇
児
童
及
び
受
給
対
象
者
が
日

本
国
内
に
住
所
が
な
い
場
合

◇
児
童
が
障
害
を
支
給
要
件
と

す
る
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内232）
　　　　　　 ★災害時連絡先
　企画係 ☎79-7942
　村づくり係 ☎79-7922
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940　中央公民館 
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442
　　　　　　 ★災害時連絡先

　　　　
　
　　

｝

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

村
長
と
話
し
合
う
日

問
・
■
■
■
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

申
込
先

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

ひ
と
り
親
家
庭
の

児
童
激
励
金
支
給

（
特
別
）児
童
扶
養
手
当
制
度

■
場
所
／
図
書
館
２
階
会
議
室

　　

村
内
の
空
間
放
射
線
量
を
隔

月
で
測
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
実
施
し

ま
す
。駆
除
は
、農
作
物
や
生
活

環
境
を
守
る
た
め
の
大
切
な
作

業
で
す
。住
宅
付
近
で
は
、銃
器

等
を
使
用
し
ま
せ
ん
の
で
、ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
期
間
・
作
業
内
容
／

○
４
月
〜
10
月

　

わ
な
に
よ
る
捕
獲

○
11
月
か
ら
平
成
26
年
3
月

　

銃
器
を
使
用
し
て
の
駆
除

■
捕
獲
区
域
／
村
内
全
域

　

広
報
は
ら
3
月
号
に
掲
載
し

た
、特
集「
払
沢
上
フ
ラ
ワ
ー
団

地
」に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

訂
正
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。

広
報
は
ら
3
月
号　

3
ペ
ー
ジ

誤
／
③
医
療
費
特
別
給
付
金　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
中
学
校

3
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
、・・・

正
／
③
医
療
費
特
別
給
付
金　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
満
18
歳

ま
で
の
お
子
さ
ん
、・・・

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

原
村
児
童
手
当
制
度

子
育
て
サ
ロ
ン
開
設

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

村
内
の
空
間
放
射

線
量
測
定
結
果

問
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
2
）

2013  04

※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

■開館：火～日曜日、午前10時～午後6時15分
■休館：毎週月曜日、国民の祝日、4／26（金）、30（火）

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p

隠された刻
坂東眞砂子（新潮社）

南太平洋の島に伝わる謎の砂
絵。その伝説が解明されたと
き、かつて跋扈した日本人の欲
望と情念が蘇る。明治、戦中、
平成を往還して描く叙事詩ミス
テリー。「小説新潮」連載を単
行本化。

キミトピア
舞城王太郎（新潮社）

はじめてのオーブン陶芸
伊藤珠子他（誠文堂新光社）

僕とキミはなぜ離れるの？私と
アナタはなぜ壊れるの？出会い
と別離のディストピアで、個を
貫こうともがく「私」たちが、
真実のＹＯＵＴＯＰＩAを求め
て歩く小説７篇を収録。

食事をする器やコーヒーポッ
ト、小物入れなど好みの形、色、
風合いで作ってみましょう。粘
土を使って家庭用のオーブンレ
ンジで焼く陶芸作品の作り方を
紹介します。巻末にコピーして
使える型紙も収録。

ママ・ムーは何でもやってみな
ければ気がすまない、好奇心い
っぱいの雌牛です。ブランコに
乗ったり、お掃除をしたり、小屋
を建てたり、すべり台で遊んだ
り。ママ・ムーの活躍を描いた
絵本。

まるごとキャベツ
八田尚子文　野村まり子絵（絵本塾出版）

普段何気なく食べているキャベ
ツ。よく見てみると次から次へ
と疑問がわいてきます。日本に
はいつきたの？どうやって食べ
ればおいしいの？キャベツの仲
間は？キャベツについて、絵と
ともにわかりやすく解説します。

次回の催し物
“子ども読書の日おたのしみ会”
　　今回のおたのしみ会は４月２３日の子ども
　読書の日を記念して楽しい内容を計画してい
　ます。
　　子どもボランティア“のこのこ”による、
　絵本の読み聞かせ、紙芝居、クイズ、折り紙制作も　
あります。お楽しみに！！
　■日時／4月17日（水）午後4時～
　■場所／原村図書館２階
　■内容／紙芝居、絵本の読み聞かせ、折り紙など
※どなたでも自由に参加できます。
　お友達をさそって、大勢おでかけください。

図書館からのお知らせ

いじめの根っこ
内田玲子（近代文藝社）
なぜ、いじめられるのか？なぜ、
いじめるのか？家族教育カウン
セラーとして活躍する著者が、
いじめの原因や解決策が家族に
あることを明らかにし、子どもか
ら送られる「サイン」の読み取り
などを紹介する。

児童図書

○空間放射線量測定結果（測定日　3月25日）　
●放射線量単位：μＳｖ（マイクロシーベルト）/ｈ（時間）

原小学校  校庭

原中学校  校庭

中新田  畑

八ヶ岳自然文化園
科学館入口

午前9時00分～

午前9時36分～

午前10時14分～

午前10時33分～

曇

曇

曇

曇

放射線量（μＳｖ/ｈ）

地上1ｍ

0.08

0.08

0.06

0.07

地上0.5ｍ

0.08

0.08

―

―

地表

0.08

0.08

―

―

測定地点 測定時刻 天候

※測定結果は、国際放射線防護委員会の基準０．１９μＳｖ／ｈを下回る健康に影響のない値でした。

有
害
鳥
獣
駆
除

問
農
林
商
工
観
光
課
農
村
整
備
係

　

☎
79
‐
7
9
3
2

　

茅
野
警
察
署

　

☎
82
‐
0
1
1
0

　

諏
訪
地
方
事
務
所
林
務
課

　

☎
57
‐
2
9
1
9

　

原
村
警
察
官
駐
在
所

　

☎
79
‐
2
8
0
6

　
お
詫
び
と
訂
正

問
総
務
課
企
画
係

　

☎
79
‐
7
9
4
2
（
直
通
）

め牛のママ・ムー
ﾕｨﾔ･ｳﾞｨｰｽﾗﾝﾃﾞﾙ　ﾄｰﾏｽ･ｳﾞｨｰｽﾗﾝﾃﾞﾙ文
山崎陽子訳（福音館書店）
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■今月の納税等
・固定資産税（１期）
・国民健康保険税（普通徴収１期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収１期）
・介護保険料（普通徴収１期）
納期限・口座振替日……４月３０日（火）

■住民財務課窓口の時間延長  午後７時まで
・4月16日 ・4月23日 ・4月30日 ・5月7日 ・5月14日

収集時間は、各地区により決められた時間となります。
■資源物とごみの収集日

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定箇所に出して下さい。

各地区　指定箇所

資源物

 5月9日（木）

粗大ごみ

 6月3日（月） 払沢、中新田

各地区　指定箇所

役場駐車場

▲

午前7：30～午前10：30

 6月10日（月）
  柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原 6月17日（月）

 6月24日（月） 判之木、上里、ペンション、原山、農場

不燃ごみ

 4月27日（土）

 5月19日（日）
南諏衛生センター 粗大ごみ受入日

▲

午前9：00～正午

毎週水曜日

大久保、柳沢、八ツ手

可燃ごみ

毎週月・木曜日

毎週火・金曜日

毎週水・土曜日

払沢、柏木、菖蒲沢、室内

大久保、柳沢、八ツ手、ペンション、原山、農場、中央高原

やつがね、判之木、南原、上里、中新田

2013  04 2013  04

■一般家庭系可燃ごみ排出量（４月～２月）
　※事業系ごみは除いてあります。　　　　　　　　単位：kg

３市町村全体

原村分

一般収集

  12,103,080
　　 1,057,170

個人持込
801,510
 11,620

焼却移行量

   12,963,110
  　 1,083,230

率（%）

 100.0
 　8.4

可燃粗大
58,520
 14,440

１人１日あたりのごみ排出量（ｇ/人/日）
　３市町村全体　497ｇ　　原村　　414ｇ
　　　１人１日300ｇを目標に燃やすごみを減らしましょう。

給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談に応じます。

■上水道当番指定店
4月14日（日）～4月20日（土）
４月21日（日）～4月27日（土）
4月28日（日）～5月2日（木）
5月3日（金）
5月4日（土）
5月5日（日）
5月6日（月）

5月7日（火）～5月11日（土）
5月12日（日）～5月18日（土）

☎79-5720
☎79-5730
☎79-2421
☎79-2536
☎79-5720
☎79-5730
☎79-2421
☎79-2536
☎79-5720

南部建設㈱
㈲森山建設
㈲篠原鉄工建設
㈱宮坂建設
南部建設㈱
㈲森山建設
㈲篠原鉄工建設
㈱宮坂建設
南部建設㈱

原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

16

原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防

　
こ
の
テ
ー
マ
を
み
て
、「
介
護
？
自
分
は
関
係
ね
ぇ
。ま
だ

早
ぇ
ら
。」
そ
う
思
っ
た
あ
な
た
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ

い
。皆
さ
ん
は
普
段
、
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に
元
気
な
う
ち

か
ら
食
事
や
運
動
・
生
活
に
気
を
つ
け
る
『
予
防
』
を
し
ま
せ

ん
か
。『
介
護
予
防
』
も
同
じ
で
す
。ま
だ
早
い
、
と
思
っ
て
い

る
今
か
ら
で
き
る
こ
と
な
ん
で
す
。介
護
予
防
と
は
、
体
の

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
を
『
年
だ
か
ら
仕
方
な
い
』
と
あ
き
ら
め

ず
、
心
と
体
の
健
康
維
持
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。ち
ょ
っ
と

振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。生
活
の
中
で
何
を
し
て
い
る

時
が
一
番
落
ち
着
き
ま
す
か
？
幸
せ
を
感
じ
ま
す
か
？
『
家

族
と
一
緒
に
い
る
時
』『
野
良
の
仕
事
や
っ
て
る
時
』『
お
い
し

い
物
を
食
べ
て
る
時
』『
仲
の
い
い
人
と
し
ゃ
べ
っ
た
り
出
か

け
る
時
』『
仕
事
し
て
い
る
時
』な
ど
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
ね
。

　
原
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、『
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
が
住
み
な
れ
た
村
で
、
安
心
し
て
あ
な
た
ら
し
い
生
活
（
幸

せ
を
感
じ
る
生
活
）が
送
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
』し
ま
す
。

①
総
合（
な
ん
で
も
）相
談
窓
口

　
生
活
・
健
康
・
介
護
・
病
気
・
認
知
症
・
住
宅
の
こ
と
な

ど
な
ん
で
も
、ど
な
た
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。

例
え
ば…

「
冬
場
に
体
を
動
か
す
教
室
へ
行
き
た
い
。」「
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入
る
に
は
？
」「
お

と
な
り
は
一
人
だ
け
ど
、
最
近
顔
を
見
な
い
。元
気
か
心
配
。」

「
最
近
物
忘
れ
が
え
ら
く
な
っ
て
、
一
人
で
や
れ
る
か
不
安
。」

「
変
な
業
者
が
何
度
も
来
て
困
る
。」な
ど
。

②
介
護
予
防

・
体
を
動
か
し
た
り
、
趣
味
を
楽
し
ん
だ
り
、
仲
間
と
話
し
た

り
す
る
介
護
予
防
教
室
を
春
先
〜
秋
口
と
冬
季
に
開
催
し
ま

す
。（
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
認
定
の
な
い
方
が
対
象
）

＊
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。（
問
い
合
わ
せ
先
等
は
、17
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

・
各
地
区
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
で
介
護
予
防
教
室
を
開
催
し

ま
せ
ん
か
？
出
張
講
習（
出
前
講
座
）を
行
な
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　    

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
藤
森
美
谷

さわらのあんかけ　　レシピ95

☆つくりかた

①さわらは水気を拭き取り、塩・こしょうをして小麦粉
をまぶす。フライパンに油を熱し、両面をこんがり
焼く。

②にんじん、玉ねぎ、たけのこ、アスパラは全て細切り
にし、だしで煮る。煮えたら塩、酢、砂糖を入れ、最
後に水溶き片栗粉でとろみをつけ、あんを作る。
③②のあんを、①のさわらにかける。
   
あんかけに使う野菜は、季節のものを使えば、一年
中おいしくいただけます。

★材料（４人分）
さわら.................4切れ
塩・こしょう......少々
小麦粉.................大さじ２
サラダ油.............大さじ１
にんじん.............1/3本
玉ねぎ.................1/4個
たけのこ.............80ｇ
アスパラ.............4本
だし ....................500cc
塩........................少々
酢........................大さじ3～4
砂糖 ....................大さじ3～4
片栗粉.................大さじ1
水........................大さじ1

5月6日㊗ 八ヶ岳診療所
☎79-7001

フジモリ薬局はら店
☎79-5751

5月12日日 フジモリ薬局はら店
☎79-5751

原村診療所
☎79-2716

■諏訪地区小児夜間急病センター
・場　　所／諏訪市四賀２２９９-１
・診療日及び診療時間／毎日午後７時～午後９時
・診療科目／小児科（けがは除く・中学生以下）
・お問い合わせ … ☎５４-４６９９（よるきゅうきゅう）
※受診の際は、事前に電話で症状を伝えた上で、
　お越しください。

■『土砂災害１１０番』窓口（土砂災害に関する質問・相談）
☎５７－２９３６

※平日と大雨注意報・警報発令中に利用可能

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

4月21日日

期　日 医　科 薬　局
リバーサイドクリニック
☎72-7010

りんどう薬局
☎73-9285

4月28日日 ちのメンタルクリニック
☎82-8277

上原ファミリー薬局
☎73-7177

4月29日㊗ 中新田診療所
☎70-1331

フジモリ薬局原店
☎79-5751

5月3日㊗ 茅野土屋薬局
☎71-2122

5月4日㊗

ヨコイ眼科
☎72-2316

こぶし薬局
☎71-6202

尖石診療所
☎71-6211

原村診療所

●休診　土・日曜日、祝日、年末年始
 　》問い合わせ先：☎７９-２７１６（直通）

5月5日㊗ オギノＳＣフジモリ薬局
☎71-2578

桜井内科医院
☎72-6010

■原村地域包括支援センター
  ６５歳以上の方の総合相談窓口
　本人、ご家族などどなたからの相談にも応じます。
　また、本人を中心に生活全般の課題解決に向け支援します。
（例：生活、からだ、健康、介護、認知症、虐待、悪質商法、財産管理）
・場所：老人保健施設　さくらの
・電話：７０－１２００
・受付時間：月～金曜日　午前８時３０分～午後５時
　　　　　　第１・４土曜日　午前８時３０分～午後０時３０分
　　　　　　※電話は２４時間受け付けています。

検診・健診　会場 保健センター2階　受付 午後1時～午後1時15分
　　　　　　　　　　　 ※乳房マンモグラフィ検診及び乳房視触診検診
　　　　　　　　　　　　 は下記のとおり

予防接種　会場 地域福祉センター　受付 午後1時15分～午後1時30分

教室・学級

○日本脳炎

○不活化ポリオ

○四種混合
○三種混合

相談　会場 保健センター2階　受付 午前9時30分～午前11時
○育児相談　5月14日（火） 希望者

○乳房マンモグラフィ検診（要予約）
4月23日(火）・5月9日（木）　
　　S14年～S46年の偶数年生の女性対象
　　保健センター

○乳児健診
4月16日（火）　H24年6・9・12月生対象

○乳房視触診検診（要予約）
5月15日（水）
　　S47年～S58年生の女性とS13年以前生の女性対象

4月15日（月）・23日（火） 
対象：H21年4月2日～H22年4月1日生
4月17日（水）・5月13日（月）
対象：7歳半～H24年5月生
4月22日（月） 対象：7歳半～H24年11月生
5月 8日（水） 対象：7歳半～H24年5月生

○子宮がん集団検診（要予約）
4月26日（金）・5月10日（金）　
20歳以上の女性対象

4月18日（木）　H24年４・５月生対象
午前9時45分～午前10時受付　中央公民館
4月18日（木）　希望者
午前9時45分～午前10時受付　保健センター2階
4月20日（土）　希望者（要予約）
午前9時30分～　社会体育館
4月25日（木）　希望者（要予約）
午後1時30分～　保健センター2階

○母乳学級
　2か月児相談

○春のさわやか
　　　運動教室

○離乳食教室
　11・12か月コース
○むし歯予防
　　　　教室

・
・
・
・
・

区　分 月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　 11：30
 診療 9：00～

　
安藤公二

　
安藤公二  安藤公二

 
安藤公二

午　後
 受付 1：30～
　　  4：45
 診療 2：00～

 
安藤公二

 
奥知久

 
安藤公二

休診
健康相談
（担当 看護師）

安藤公二
第①午後2～3時
漢方外来
長坂和彦

第②④週
安藤親男

第①③⑤週
須田万勢
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　鎌田實医師の原村診療所での診療が、3月27日をもって終
了しました。原村診療所での診療に長年従事された鎌田医師
は、原村診療所での診療や今後の原村について、「ここへ来る
と、生活の話を聞かせてもらったり、健康づくりや食事の指導
がゆっくりできて、やりたい地域医療ができた。原村は県下で

サステナブルハウス・
農産物加工所の住民説明会

保育所のおわかれ会

　3月7日に、自衛官募集相談員の委嘱式が行なわれ、
篠原錦一さんと野澤勉さんに委嘱状が手渡されました。
相談員の任期は平成25年4月〜平成27年3月までの2
年間で、村内で自衛官に関する説明や相談業務に当た
るということです。

鎌田實医師
原村診療所での最後の診療

自衛官募集相談員委嘱式 もっと！
オーロラ原村マーケット

　２月２４日には、八ヶ岳自然文化園で「スワいち」
の原村会場「もっと！オーロラ原村マーケット」が
開かれ、一時は駐車場が満車となるなど賑わいを
みせていました。この日は、村内外の菓子や農産物
加工品、クラフト店など約３０店が出店したほか、
子どもによる「子ども市」やライブ演奏などで来
場者を楽しませていました。

電気自動車用充電設備開所式

　村が建設を計画していた、サステナブル（持続可
能）ハウスと農産物加工所についての住民説明会が
２月２１日に開催され約６０名が参加しました。清水
村長は、計画を白紙にしてゼロベースで考えると今
後の方針について説明し、参加者からは様ざまな意
見が出されていました。村では今後、６月２８日まで
計画に対する住民の意見を募り、方向性を決めてい
く予定です。

　2月26日から28日までの3日間、保育所でおわか
れ会が開催されました。会では、年長児が、姉妹組
の年少児や年中児にけん玉や竹馬、飛び箱などを披
露しました。年長児が練習を重ねてきた技に、年少・
年中児らは拍手を送っていました。
　また、年長児が1年生になって頑張りたいことや将
来の夢を発表し、年少・年中児らは年長児に「一緒
に遊んでくれてありがとう。」など、感謝の気持ちを
伝えていました。

　3月6日には、中学校3年生が卒業記念制作で取り
組んだブロンズ像の除幕式が八ヶ岳美術館で行わ
れました。今年のテーマは「奇跡」で、投票により清
水光太郎さんの詩と篠原亜里沙さんのデザインが
選ばれました。作品には、仲間と出会えた奇跡を忘
れずに、これからも様ざまな奇跡に出会えるように
との願いが込められているということです。

　原村消防団が平成24年度消防功労者消防庁長官
表彰式（東京）で表彰旗を受章し、3月7日に小林団
長と伊藤副団長が清水村長に受章を報告しました。
この表彰旗は、消防機関に対する消防庁長官表彰で
は最高位にあたります。
　小林団長は、「受章は消防団の伝統を築いた先輩
たちの努力の結果。気持ちを新たに地域の防火、防
災に努めていきたい。」とあいさつしました。

も健康づくりをしっ
かりしている。今後も
その手綱をゆるめず、
健康な村づくりをし
てほしい。長年お世
話になりました。」と
話していました。→

　２月２１日に原村誕生会が開催され、平成２４年４月２
日〜９月３０日までに生まれたお子さんの誕生を祝い
ました。今回の対象者は、２４名（男１３名、女１１名）で、そ
の内１９名が出席しました。
　誕生会では、清水村長が「愛情を受けた、丈夫な元
気なお子さんに育ててください。」と保護者へお祝い
の言葉を贈りました。また、ファーストブックと歯ブラシ
が記念品として贈られ、全員で記念撮影を行いました。

→

第７５回原村誕生会

　原村エコビレッジ構築の一環として、役場庁舎西
側に設置した電気自動車用「急速充電器」と「普通
充電器」の開所式が2月26日に行われました。
　充電器は、温室効果ガスを排出しない電気自動
車の普及を目的としており、利用料金は無料で、事
前の登録も必要ありません。利用時間は、役場開庁
時の午前8時30分〜午後5時までとなります。

中学3年生ブロンズ除幕式

原村消防団
消防庁長官表彰旗を受章
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